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1

国
語
科
に
お
け
る
学
び
と
教
科
の
特
質
に
応
じ
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
と
の

関
係
性
に
つ
い
て
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

（
総
則
・
評
価
特
別
部
会
資
料
よ
り
抜
粋
）

○
「
見
方
や
考
え
方
」と
は
、
様
々
な
事
象
等
を
捉
え
る
各
教
科
等
な
ら
で
は
の
視
点
や
、
各
教
科
等
な
ら
で
は
の
思
考
の
枠
組
み
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
「見
方
や
考
え
方
」と
育
成
す
べ
き
資
質
・能
力
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
整
理
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

・
「
見
方
や
考
え
方
」
は
、
知
識
・技
能
を
構
造
化
し
て
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
「見
方
や
考
え
方
」
を
働
か
せ
な
が
ら
、

知
識
・
技
能
を
習
得
し
た
り
、
知
識
・技
能
を
活
用
し
て
探
究
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
識
を
他
と
関
連
づ
け
て
定
着
さ
せ
た
り
、
構
造
化

さ
れ
た
新
た
な
知
識
と
し
て
習
得
し
た
り
、
技
能
を
習
熟
・熟
達
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
「
見
方
や
考
え
方
」
が
成
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
が
豊
か
な
も
の
と
な
り
、
よ
り
広
い
領
域
や
複
雑
な
事
象
を
も

と
に
思
考
・
判
断
・表
現
で
き
る
力
と
し
て
育
成
さ
れ
て
い
く
。

・
学
び
に
向
か
う
力
や
人
間
性
の
育
成
に
は
、
ど
の
よ
う
な
「
見
方
や
考
え
方
」
を
通
じ
て
社
会
や
世
界
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
と
い
う
点

が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。

言
葉
で
表
現
さ
れ
た
も
の

言
葉
に
よ
る
表
現
そ
の
も
の

（
ど
の
よ
う
な
視
点
で
捉
え
る
か
）

言
葉
の
働
き
を
捉
え
る
こ
と

（
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
思
考
す
る
か
）

国
語
で
表
現
し
理
解
す
る
こ
と
（
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
、
感
性
・
情
緒

の
側
面
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
）
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
や

考
え
を
形
成
し
深
め
る
こ
と
＝
資
質
・
能
力
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

【
国
語
科
に
お
け
る
学
び
】

国
語
で
表
現
し
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
言
葉
の
働
き
を
捉
え
る
と
と
も
に
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
し

深
め
る
こ
と

平
成
２
８
年
４
月
２
０
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
２
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外
国
語
教
育
に
お
け
る
「
見
方
や
考
え
方
」
を
働
か
せ
た
深
い
学
び
と
資
質
・
能
力
の
育
成
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

資
質
・能
力
の
例

簡
単
な
語
句
や
表
現
に
慣
れ
親
し

み
、自
分
の
こと
や
身
の
回
りの
こと

に
つ
い
て
、友
達
に
質
問
した
り質

問
に
答
え
た
りし
よ
うと
す
る
コミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
素
地

馴
染
み
の
あ
る
表
現
を
使
って
、自

分
の
好
き
な
も
の
や
一
日
の
生
活
な

どに
つ
い
て
、友
達
に
質
問
した
り質

問
に
答
え
た
りす
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
基
礎

○
具

体
的

で
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
学

校
、

地
域

、
他

教
科

等
で

の
学

習
内

容
等

と
関

連
付

け
な

が
ら

、
互

い
の

考
え

や
気

持
ち

な
ど

を
外

国
語

で
適

切
に

伝
え

合
う

能
力

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

○
日

常
的

な
話

題
か

ら
時

事
問

題
や

社
会

問
題

ま
で

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

外
国

語
で

的
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
伝

え
合

っ
た

り
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

指
標
形
式
の
目
標
(「
話
す
こと
」の
例
)

(例
)

・身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
話
題

に
つ
い
て
、簡
単
な
外
国
語
を
用
い

て
情
報
や
意
見
を
交
換
し合
うこ
と

が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

(例
)

・身
近
で
簡
単
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

初
歩
的
な
英
語
で
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
こと
が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

（
例
）

・身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い

て
、簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て

即
興
で
話
す
こと
が
で
き
る
よ
うに

す
る
。

(例
)

・自
分
や
身
の
回
りの
ご
く限
ら
れ

た
こと
に
つ
い
て
、自
分
の
気
持
ち

な
どを
伝
え
よ
うと
す
る
よ
うに
す

る
。

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
の

育
成

情
意

・
態

度
の

育
成

概
念

的
な

知
識

の
獲

得

␫ ৄ ্ ृ અ इ ্ ␬ भ ਛ শ ؞ ৅ ன

小
学
校
（
高
学
年
）

小
学
校
（
中
学
年
）

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校
（
中
学
年
）

小
学
校
（
高
学
年
）

中
学
校

高
等
学
校

小
・

中
・

高
等

学
校

で
一

貫
し

た
目

標
(指

標
形

式
の

目
標

を
含

む
)の

下
で

、
発

達
段

階
に

応
じ

た
「

学
習

プ
ロ

セ
ス

」
を

経
る

こ
と

に
よ

る
思

考
力

や
判

断
力

の
深

ま
り

、
外

国
語

に
よ

る
表

現
力

の
向

上
、

主
体

的
・

自
律

的
に

学
習

す
る

態
度

の
育

成
な

ど
を

通
じ

、
的

確
に

理
解

し
適

切
に

伝
え

合
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

育
成

思
考
力
・判
断
力
・表
現

力
、主
体
的
・自
律
的
な

態
度
に
基
づ
く、
的
確
に

理
解
し適
切
に
伝
え
合
う

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力

の
育
成

目
的

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

【
学

習
プ

ロ
セ

ス
】

①
目

的
の

設
定

・
理

解

②
目

的
に

応
じ

た
発

信
ま

で
の

方
向

性
の

決
定

・
言

語
活

動
等

の
見

通
し

③
目

的
達

成
の

た
め

の
言

語
活

動
（

技
能

統
合

型
）

④
ま

と
め

と
振

り
返

り
※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照ઃ भ ણ ৿ ष

別
添

９

・対
話
的
な
学
び

・深
い
学
び

・主
体
的
な
学
び
へ

【見
方
や
考
え
方
の
例
】

外
国
語
の
学
習
を
通
じ
て
、
言
語

や
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
を
尊
重

し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話
し
手
・
書

き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
情
報
や
考

え
な
ど
を
外
国
語
で
的
確
に
理
解

し
た
り
適
切
に
表
現
し
伝
え
合
う
こ

と
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社 会 と の 関 わ り を 意 識 し た 課 題 解 決 的 な 学 習 の 充 実

身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
持
っ
て
関
わ
り
，
考
え
た
り
，
試
し
た
り
し
て

工
夫
し
て
遊
ぶ

思
考
力
，
表
現
力
の
基
礎
の
育
成

「
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
と
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
」
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

生
活
に
関
係
の
深
い
情
報
や
施
設
な
ど
に
興
味
や
関
心
を
持
つ

感
じ
た
こ
と
，
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
動
き
な
ど
で
表
現

し
た
り
，
自
由
に
か
い
た
り
，
つ
く
っ
た
り
な
ど
す
る

し
た
り
，
見
た
り
，
聞
い
た
り
，
感
じ
た
り
，
考
え
た
り
な
ど

し
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る

比
較
す
る
，
分
類
す
る
，
関
連
付
け
る
な
ど

の
思
考

伝
え
る
，
相
互
交
流
す
る
，
振
り
返
る

な
ど
の
表
現

【 小 学 校 】

（ 第 ３ ～ ６ 学 年 ）

幼 児 教 育

【 小 学 校 】

（ 第 １ 、 ２ 学 年 ）

【 中 学 校 】

平
成
２
８
年
４
月
２
７
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
７

【 高 等 学 校 】

生
活
科

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の

結
び
付
き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

現
代
社
会
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て

課
題
を
見
出
し

そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

多
様
な
概
念
を
関
連
付
け
て

公
民
的
分
野

地
理
的
分
野

歴
史
的
分
野

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
や
人
々
の
相
互
関
係
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
事
象
を
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て
（
特
色
）

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て
（
意
味
）

社
会
科

人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み

に
着
目
し
て
課
題
を
見
出
し

そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

選
択
・
判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
な
ど
を

関
連
付
け
て

（
追
究
の
視
点
や
方
法
）

公
民
科

小
学
校

社
会
的
事
象
等
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に

着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，

環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
，

人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

推
移
や
変
化
な
ど
に

着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
の
在
り
方
や
社
会
的
事
象
(等
)の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る
力
（
①
）

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る
力
（
②
）

考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力
，
議
論
す
る
力
（
③
④
）

思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
の
在
り
方
や
社
会
的
事
象
(等
)の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る
力
（
①
）

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る
力
（
②
）

考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力
，
議
論
す
る
力
（
③
④
）

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方

※
「社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
」は
，

小
・中
・高
等
学
校
の
各
「見
方
や

考
え
方
」を
総
称
す
る
呼
称
で
あ
る
。

地
理
歴
史
科

地
理
歴
史
科
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・
歴
史
上
の
選
択
や
判
断
の
積
み
重
ね
が
時
代
を
築
き
，
今
後
の
社
会
を
創
造
す
る
（
具
体
例
：
幕

末
に
は
，
当
時
の
日
本
が
置
か
れ
た
状
況
の
理
解
の
違
い
か
ら
対
立
が
生
じ
，
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

選
択
・
判
断
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
，
明
治
維
新
へ
の
変
革
へ
と
導
か
れ
た
）

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
た
た
き
台
）

小 学 校 社 会

歴 史 的 分 野 公 民 的 分 野地 理 的 分 野

中 学 校 社 会

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
例

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
の
例

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
発
展
，
時
代
の
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
の
特
色
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，

結
果
，
影
響
，
意
味
，
意
義
な
ど

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
前
の
時
代
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
私
た
ち
に
と
っ
て
き
ま
り
と
は
何
だ
ろ
う
か

・
な
ぜ
市
場
経
済
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
の
か
，
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の

か ・
民
主
的
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
，
な
ぜ
法
に
基
づ
く
政
治
が
大
切
な

の
か

・
よ
り
よ
い
決
定
の
仕
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

・
社
会
保
障
と
そ
の
財
源
の
確
保
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
っ
た
ら

よ
い
か

・
民
主
政
治
を
推
進
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

・
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か

考 察 構 想

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

◎
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・現
代
社
会
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
課
題
を
見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
多
様
な
概
念
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
角
的
に
考
察

す
る
力

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
社
会
の
関
わ
り
方
を
選

択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付

き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場

や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
明
石
市
は
大
阪
市
の
西
に
あ
り
，
そ
こ
の
市
立
天
文
科
学
館
は
日
本
標
準
時
子
午
線
上
の
北
緯
3
4
度

3
8
分
，
東
経
1
3
5
度
0
分
に
あ
り
ま
す
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
範
囲
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
一
年
中
雨
が
多
く
降
る
地
域
に
は
，
常
緑
の
密
林
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
固
有
の
性
格
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
広
島
市
の
沿
岸
部
は
，
低
平
な
三
角
州
と
な
っ
て
い
ま
す
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
平
野
の
乏
し
い
日
本
で
は
，
そ
の
傾
斜
地
を
段
々
畑
や
棚
田
に
す
る
な
ど
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
多
く
の
人
口
を
抱
え
た
大
消
費
地
東
京
の
周
辺
で
は
，
新
鮮
な
農
産
物
を
生
産
し
，
都
市
の
住
民
に
届

け
る
近
郊
農
業
が
さ
か
ん
で
す
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
ま
と
ま
り
の
あ
る
固
有
の
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
中
国
地
方
の
山
間
部
で
は
，
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む
過
疎
化
に
悩
む
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

・
9世
紀
の
初
め
，
唐
に
渡
っ
た
最
澄
と
空
海
は
，
帰
国
後
に
仏
教
の
新
し
い
宗
派
を
伝
え
た

・
15
世
紀
後
期
の
動
乱
を
経
て
室
町
幕
府
の
統
一
的
支
配
は
弱
ま
り
，
各
地
の
大
名
に
よ
る
領

国
の
支
配
や
，
民
衆
に
よ
る
自
治
的
な
結
合
が
進
ん
で
い
っ
た

・
豊
か
な
ア
ジ
ア
の
富
に
対
す
る
関
心
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
接
触
（
対
立
と
文
化
交
流
）
を
背
景

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
海
外
に
進
出
し
た

・
近
世
は
，
江
戸
幕
府
の
安
定
し
た
全
国
支
配
体
制
が
形
成
さ
れ
，
産
業
・
通
商
や
町
人
文
化

が
隆
盛
を
み
た
時
代
で
あ
っ
た

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
革
命
を
経
て
広
ま
っ
た
自
由
と
平
等
を
理
想
と
す
る
社
会
へ
の
変
革
は
，

欧
米
の
み
な
ら
ず
，
次
第
に
ア
ジ
ア
の
近
代
化
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た

・
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
の
激
化
は
，
戦
後
の
日
本
に
対
す
る
占
領
政
策
や
経
済
復
興
，
国
際
社
会

へ
の
復
帰
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

・
地
域
に
は
，
よ
り
よ
い
姿
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

（
具
体
例
；
地
震
や
豪
雨
，
台
風
な
ど
自
然
災
害
を
受
け
る
こ
と
の
多
い
日
本
で
は
，
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
，
各
地
の
自
然
環
境
に
応
じ
た
，
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
）

・
市
場
経
済
に
お
い
て
個
々
人
や
人
々
は
価
格
を
考
慮
し
つ
つ
，
何
を
ど
れ
だ
け
生
産
・
消
費
す

る
か
選
択
す
る
こ
と
，
ま
た
，
価
格
に
は
，
何
を
ど
れ
だ
け
生
産
・
消
費
す
る
か
に
関
わ
っ
て
，
人

的
・
物
的
資
源
を
効
率
よ
く
配
分
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
，
市
場
経
済
の
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
る

・
民
主
的
な
社
会
に
お
け
る
法
は
，
国
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
，
国
民
の
意
思

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
国
民
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
，
国
や
地
方
公
共
団
体
は
，
国
民
の
自
由
と
権
利
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
そ
う
し
た
法
の
拘
束
を

受
け
な
が
ら
政
治
を
行
っ
て
い
る

・
合
意
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
，
無
駄
を
省
く
「
効
率
」
と
決
定
の
手
続
き
や
内
容
に
つ
い
て

の
「
公
正
」
が
必
要
で
あ
る

・
財
政
に
関
し
て
，
少
子
高
齢
社
会
な
ど
現
代
社
会
の
特
色
を
踏
ま
え
，
財
源
の
確
保
と
望
ま
し

い
配
分
に
つ
い
て
対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
な
ど
の
視
点
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
・

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
球
環
境
，
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
貧
困
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
は
，
経
済
的
，
技
術
的
な
協
力

な
ど
が
大
切
で
あ
る

※
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
は
，
小
・
中
・
高
等
学
校
の
各
「
見
方
や
考
え
方
」
を
総
称
す
る
呼
称
で
あ
り
，
社
会
的
事
象
(等
)の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
等
を
考
察
す
る
際
の
「
追
究
の
視
点
や
方
法
」
で
あ
る

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

時
代
の
転
換
の
様
子
や
各
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
す
る
力

複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る
力

○
現
代
社
会
を
捉
え
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

個
人
の
尊
重
，
自
由
，
平
等
，
選
択
，
配
分
，

法
的
安
定
性
，
多
様
性
な
ど

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

比
較
衡
量
，
民
主
主
義
，
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，

財
源
の
確
保
と
配
分
，
利
便
性
と
安
全
性
，

国
際
協
調
，
持
続
可
能
性
な
ど

平
成
２
８
年
４
月
２
７
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
８

○
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
の
視
点

地
理
的
位
置
，
分
布
，
地
形
，
環
境
，
気
候
，
範
囲
，

地
域
，
構
成
，
自
然
条
件
，
社
会
的
条
件
，
土
地
利
用

な
ど

○
時
期
や
時
間
の
経
過
の
視
点

時
代
，
起
源
，
由
来
，
背
景
，
変
化
，
発
展
，
継
承
，

維
持
，
向
上
，
計
画
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
事
象
や
人
々
の
相
互
関
係
の
視
点

工
夫
，
努
力
，
願
い
，
業
績
，
働
き
，
つ
な
が
り
，

関
わ
り
，
仕
組
み
，
協
力
，
連
携
，
対
策
・
事
業
，
役
割
，

影
響
，
多
様
性
と
共
生
（
共
に
生
き
る
）
な
ど

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
事
象
や
人
々
の
相
互
関
係

・
比
較
・分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て

・
国
民
（人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

・
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
こ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
地
域
に
よ
っ
て
気
候
が
異
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

・
い
つ
ど
ん
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
努
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
○
○
と
○
○
の
協
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
だ
ろ
う

・
共
に
生
き
て
い
く
上
で
何
が
大
切
な
の
だ
ろ
う

追 究 の 方 法

・
い
く
つ
か
の
組
立
工
場
を
中
心
に
部
品
工
場
が
集
ま
り
，
工
業
が
盛
ん
な
地
域
を
形
成
し
て
い
る

・
駅
の
周
囲
は
交
通
の
結
節
点
な
の
で
人
が
多
い
た
め
商
業
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る

・
国
土
の
地
理
的
位
置
や
地
形
，
台
風
な
ど
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
気
候
は
異
な
る

・
祭
り
は
地
域
の
豊
作
や
人
々
の
ま
と
ま
り
へ
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た

・
農
作
業
は
機
械
化
に
よ
り
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
て
き
た

・
伝
統
芸
能
は
技
や
道
具
が
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
，
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
今
に
至
っ

て
い
る

・
地
域
の
安
全
は
，
関
係
機
関
の
未
然
防
止
と
緊
急
対
処
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る

・
食
料
生
産
は
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

・
政
治
に
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
働
き
が
あ
る

・
伝
統
と
文
化
は
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
時
代
に
合
わ
せ
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

・
世
界
の
人
々
と
共
に
生
き
る
に
は
，
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
認
め
合
い
，
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
理
解
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

絶
対
的
，
相
対
的

規
則
性
・
傾
向
性
，
地
域
差
な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

自
然
的
，
社
会
的
な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

環
境
依
存
性
，
伝
統
的
，
改
変
，
保
全
な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

関
係
性
，
相
互
性
な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

一
般
的
共
通
性
，
地
方
的
特
殊
性
な
ど

・
そ
れ
は
，
ど
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て

い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
，
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，
他

の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な
の

だ
ろ
う

・
ど
ん
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
か
（
背
景
）

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
（
ね
ら
い
）
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・
歴
史
的
な
諸
事
象
の
意
味
を
説
明
す
る
際
は
，
直
接
的
な
因
果
関
係
は
も
ち
ろ
ん
，
歴
史
の
転

換
や
，
他
地
域
と
の
比
較
よ
る
特
徴
の
抽
出
な
ど
に
も
留
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
②

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

時
間
距
離
，
時
差

等
質
（
均
質
，
同
質
）
，
類
似

な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

共
通
性
，
多
様
性

な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

限
界
性
，
防
災
・
減
災

な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

移
動
性
，
圏
構
造
（
都
市
圏
…
）
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

規
模
，
格
差
，
変
容
，
持
続
可
能
性

な
ど

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
例

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
，
概
念
の
例

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

経
済
距
離
，
中
心
性

単
一
指
標
，
複
数
指
標
，
総
合
（
指
標
）
な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

立
地
，
景
観
，
民
族
性

な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

環
境
可
能
論
，
環
境
決
定
論

な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

中
枢
管
理
機
能
，
階
層
性

な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

構
造
，
分
化

な
ど

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性

な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，
結
果
，
影
響
，

意
味
，
意
義
な
ど

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
多
様
性
，
複
合
性
，

相
互
依
存
性
，
多
元
性
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，
結
果
，

影
響
，
意
味
，
意
義
な
ど

・
そ
れ
は
，
な
ぜ
そ
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
場
所
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，

他
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な

の
だ
ろ
う

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
何
が
，
な
ぜ
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
か

・
何
が
受
け
継
が
れ
た
の
か

・
何
が
変
わ
っ
た
の
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
そ
れ
ら
は
，
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
ど
ん
な
意
味
や
意
義
，
特
色
が
あ
る
の
か

・
ど
ん
な
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か

・
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か

・
他
に
ど
ん
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
あ
な
た
は
何
を
求
め
る
か

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
何
が
，
な
ぜ
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
か

・
何
が
受
け
継
が
れ
た
の
か

・
何
が
変
わ
っ
た
の
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
そ
れ
ら
は
，
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
ど
ん
な
意
味
や
意
義
，
特
色
が
あ
る
の
か

・
ど
ん
な
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か

・
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か

・
あ
な
た
な
ら
，
ど
ん
な
選
択
を
す
る
か

・
あ
な
た
な
ら
，
ど
う
判
断
す
る
か

・
あ
な
た
は
何
を
求
め
る
か

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
日
付
変
更
線
は
基
本
的
に

18
0度
の
経
線
に
沿
う
が
，
国
内
の
時
差
を
回
避
す
る
な
ど
の
理
由
で
何
か

所
も
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
東
南
ア
ジ
ア
の
高
温
多
湿
な
地
域
で
は
通
気
性
を
高
め
る
た
め
，
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
地
帯
で
は
住
宅
内

の
熱
を
逃
が
す
た
め
，
い
ず
れ
も
高
床
式
住
居
が
建
設
さ
れ
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
に
広
が
る
サ
ヘ
ル
地
域
で
は
，
過
度
な
放
牧
や
農
耕
，
薪
の
採
取
な
ど
に
よ
り
砂
漠

化
が
進
ん
だ
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
飢
餓
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
へ
の
食
料
援
助
に
は
，
人
道
的
な
側
面
と
と
も
に
政
治
的
混
乱
や
周
辺

諸
国
へ
の
難
民
流
入
を
防
ぐ
と
い
っ
た
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
発
展
途
上
国
に
は
，
政
治
や
経
済
，
文
化
，
情
報
な
ど
の
機
能
が
首
都
に
一
極
集
中
し
，
地
域
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
国
が
あ
る
）

・い
か
な
る
規
模
の
空
間
に
お
い
て
も
，
そ
こ
に
帰
属
す
る
人
々
は
よ
り
よ
い
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
積
極
的
に
見
い
だ
し
，
地
理
学
習
で
身
に
付
け
た
地
理
的
な
見
方

や
考
え
方
を
用
い
て
課
題
の
構
造
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
範
囲
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
メ
キ
シ
コ
は

N
AF

TA
に
加
盟
し
な
が
ら
も
文
化
的
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
属
し
，
南
北
ア
メ
リ
カ
諸
国
を

経
済
的
，
文
化
的
に
結
ぶ
回
廊
と
な
っ
て
い
る
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
大
都
市
の
都
心
で
は
，
行
政
機
関
や
大
企
業
の
本
社
等
が
集
ま
り
，
政
治
や
経
済
の
中
枢
管
理
機
能

が
集
積
し
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
東
南
ア
ジ
ア
の
沖
積
平
野
で
は
，
モ
ン
ス
ー
ン
等
の
自
然
条
件
を
生
か
し
た
集
約
的
な
稲
作
農
業
が
発

達
し
，
世
界
有
数
の
米
作
地
帯
と
な
っ
て
い
る
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
都
市
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
で
は
，
社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
か
ら
，
住
宅
や
工
場
の
無
秩
序
な
展
開
を

招
く
こ
と
が
あ
る
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
複
数
の
言
語
が
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
，
複
雑
な
民
族
間
の
軋
轢
を
軽
減
し
，

多
文
化
主
義
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
役
割
が
あ
る
）

・
16
世
紀
に
は
，
諸
大
陸
を
結
び
つ
け
る
国
際
商
業
が
活
性
化
し
，
ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
が
繁
栄
し

た
。
豊
か
な
富
を
求
め
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
西
欧
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た

・
19
世
紀
の
欧
米
や
日
本
は
，
工
業
化
や
政
治
変
動
の
過
程
を
経
て
，
新
た
な
国
家
の
し
く
み
を

生
み
出
し
、
世
界
と
日
本
の
つ
な
が
り
が
一
層
深
ま
っ
た

・
19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
進
出
に
対
し
て
，
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
様
々
な
対

応
策
が
生
ま
れ
，
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
た

・
20
世
紀
に
は
，
科
学
技
術
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
，
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
が
加
速
化
し
，

大
衆
の
政
治
や
経
済
，
文
化
活
動
へ
の
参
加
が
拡
大
し
た

・
市
場
経
済
の
進
展
と
と
も
に
，
国
内
外
で
貧
富
の
格
差
を
め
ぐ
る
問
題
が
顕
著
と
な
り
，
富
の

再
分
配
を
め
ぐ
る
動
き
が
起
こ
る
一
方
，
国
際
社
会
で
は
支
配
と
従
属
関
係
が
深
ま
っ
た

・
大
戦
時
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
の
構
築
は
，
戦
後
の
国
家
と
国
民
，
国
際
秩
序
の
在
り
方
に

新
た
な
変
化
を
生
み
出
し
た

・
経
済
開
発
と
環
境
保
全
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
豊
か
な
生
活
の
在
り
方
や
人
間
の
生
き
方
を
再

考
さ
せ
た

・い
か
な
る
規
模
の
空
間
に
お
い
て
も
，
そ
こ
に
帰
属
す
る
人
々
は
よ
り
よ
い
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
私
た
ち
は
，
日
本
を
取
り
巻
く
諸
課
題
を
よ
く
認
識
し
，
そ
の
解
決
の
方
向
性
を
見
い
だ
し
，
日
本
の
将
来

像
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
と
と
も
に
，
世
界
の
繁
栄
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

・
人
類
は
，
世
界
各
地
の
自
然
環
境
に
適
応
し
，
農
耕
や
牧
畜
を
基
礎
と
し
た
諸
文
明
を
形
成
し
，

や
が
て
諸
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
生
み
出
し
た

・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
海
・
陸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
に
，
諸
地
域
世
界
の
交
流
が
活
発
化
し
，
新
た

な
地
域
世
界
の
形
成
や
再
編
が
進
ん
だ

・
ア
ジ
ア
の
繁
栄
や
西
洋
諸
国
の
拡
大
を
背
景
に
，
諸
地
域
世
界
の
結
合
が
進
み
，
西
洋
諸
国

の
工
業
化
は
世
界
の
構
造
的
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
た

・
科
学
技
術
の
発
達
や
生
産
力
の
発
展
は
，
地
球
規
模
で
の
世
界
の
一
体
化
を
加
速
化
さ
せ
，

世
界
の
相
互
依
存
関
係
を
一
層
深
め
さ
せ
た

・
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
初
期
に
か
け
て
お
こ
っ
た
産
業
構
造
の
変
化
は
，
帝
国
主
義
政
策

を
生
み
出
し
，
軍
事
力
に
基
づ
く
世
界
分
割
が
進
ん
だ

・
冷
戦
の
終
結
後
の
国
際
経
済
の
連
携
の
動
き
は
，
新
た
な
地
域
統
合
を
も
た
ら
し
，
新
た
な
国

際
秩
序
を
模
索
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た

歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
，
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
を
活
用
し
て
，
諸
資
料
に
基
づ
い
て
，
複

数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
，
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と

※
科
目
名
は
全
て
仮
称
で
あ
る

◎
社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
等
を
見
出
し

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

歴
史
の
転
換
の
様
子
や
変
化
の
特
色
，
意
味
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

歴 史 総 合

高 等 学 校 地 理 歴 史

世 界 史 に 関 わ る 探 究 科 目地 理 に 関 わ る 探 究 科 目地 理 総 合

◎
社
会
的
事
象
等
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
等

を
見
出
し

・地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付

き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
そ
こ
で
生
起
す
る
課
題
を
解
決
に
向
け
て
構
想
（
選
択
・
判

断
）
す
る
力

地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
等
を
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
中
で

考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
等
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
等

を
見
出
し

・
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付

き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
そ
こ
で
生
起
す
る
課
題
を
解
決
に
向
け
て
構
想
（
選
択
・
判

断
）
す
る
力

地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
等
を
系
統
地
理
的
あ
る
い
は
地
誌

的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
等
を
見
出
し

・比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

諸
地
域
世
界
の
多
様
性
や
複
合
性
，
相
互
依
存
性
や
多

元
性
を

,歴
史
的
観
点
か
ら

,多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

力

・
そ
れ
が
，
そ
こ
に
位
置
す
る
意
味
（
意
義
，
役
割
，
影
響
）
は
何
だ
ろ
う

・
そ
れ
が
，
そ
の
よ
う
に
分
布
す
る
意
味
は
何
だ
ろ
う

・
そ
こ
が
，
そ
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
意
味
は
何
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
が
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
が
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
そ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
が
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
意
味
は
何
だ

ろ
う

・
そ
の
地
域
が
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，

他
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な

の
だ
ろ
う
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・
倫
理
で
考
え
る
の
は
主
に
「
べ
き
」で
あ
る
た
め
，
自
然
科
学
で
考
え
る
「
あ
る
」
と
は
異
な
る
が
，

観
察
し
た
事
実
を
根
拠
と
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
理
論
を
現
実
の
出
来
事
を
さ
ら
に
観
察
し
修

正
し
な
が
ら
，
判
断
と
理
論
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
自
民
族
中
心
主
義
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
な
ど
の
思
考
に
よ
る
偏
見
を
自
覚
し
，
異
文
化
を
尊

重
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
③

○
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
視
点

幸
福
，
正
義
，
公
正
，
個
人
の
尊
厳
，
自
由
，
平
等
，

寛
容
，
委
任
，
希
少
性
，
機
会
費
用
，

利
便
性
と
安
全
性
，
多
様
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

な
ど

○
公
共
的
な
空
間
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想

す
る
視
点

幸
福
，
正
義
，
公
正
，
協
働
関
係
の
共
時
性
と
通
時
性
，

比
較
衡
量
，
相
互
承
認
，
適
正
な
手
続
き
，

民
主
主
義
，
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，
平
等
，

財
源
の
確
保
と
配
分
，
平
和
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
視
点

善
悪
，
生
死
，
徳
，
愛
，
共
感
，
幸
福
，
義
務
，
正
義
，

個
人
の
尊
厳
，
公
正
，
寛
容
，
存
在
，
真
理
，
聖
，
美

な
ど

○
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

尊
重
，
畏
敬
，
創
造
，
保
全
，
自
由
，
権
利
，
責
任
，

自
立
，
協
働
，
勤
労
，
多
様
性
，
相
互
承
認
，
平
和
，

国
際
協
調
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
社
会
を
捉
え
る
視
点

個
人
の
尊
厳
，
効
率
，
公
正
，
自
由
，
平
等
，

委
任
，
希
少
性
，
機
会
費
用
，
選
択
，
配
分
，
分
業
，

交
換
，
利
便
性
と
安
全
性
，

多
様
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

対
立
，
協
調
，
効
率
，
公
正
，

比
較
衡
量
，
具
体
的
な
妥
当
性
と
法
的
安
定
性
，

相
互
承
認
，
適
正
な
手
続
き
，
民
主
主
義
，

自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，
財
源
の
確
保
と
配
分
，

平
和
，
持
続
可
能
性
な
ど

・
よ
り
よ
い
集
団
，
社
会
の
在
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

・
政
治
的
主
体
と
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

・
経
済
的
主
体
と
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

・
公
共
的
な
場
づ
く
り
や
安
全
を
目
指
し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
，
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
れ
ば
よ
い

か・
社
会
を
成
立
さ
せ
る
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か

・
社
会
に
参
画
し
，
他
者
と
協
働
す
る
倫
理
的
主
体
と
し
て
個
人
が
判
断
す
る

た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
は
何
か

・
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か ・
自
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
か
，
生
き
る
こ
と
の
意
味
は
何
か
，
人

間
と
は
何
か

・
他
者
と
ど
う
生
き
，
社
会
で
ど
う
生
き
て
い
け
ば
よ
い
か
，
良
識
あ
る
公
民

と
し
て
い
か
に
在
る
べ
き
か
，
い
か
に
生
き
る
べ
き
か

・
人
間
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
，
な
ぜ
世
界
が
存
在
す
る
の
か
，
人

間
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
存
在
す
る
の
か

・
哲
学
や
宗
教
や
芸
術
が
何
を
問
い
，
ど
の
よ
う
な
答
え
を
見
出
し
て
き
た

か ・
自
然
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
生
き
れ
ば
よ
い
か
。
自
然
科
学
で
知
り
う

る
こ
と
と
倫
理
学
で
求
め
る
こ
と
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
，
異
文
化
と
共
生
し
多
様
な
文
化
が
共
存
す

る
国
際
社
会
を
築
く
た
め
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

・
政
治
の
意
義
と
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

・
経
済
活
動
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

・
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
の
在
り
方
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
国
際
経
済
に
あ
っ
て
，
日
本
経
済
は
今
度
ど
の
よ

う
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
か

・
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
，
国
と
地
方
公
共
団
体

の
関
係
の
在
り
方
や
私
た
ち
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
，
ど
の
よ
う
な
選
択
・

判
断
，
合
意
形
成
を
行
う
か

・
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
，
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
，
様
々
な
立
場
や
文

化
等
を
背
景
に
し
て
社
会
が
成
立
し
て
い
る

・
「
行
為
の
結
果
と
し
て
，
個
人
の
幸
福
と
と
も
に
，
社
会
全
体
の
幸
福
を
重
視
す
る
考
え
方
」
と

「
（
行
為
の
結
果
よ
り
も
，
）
行
為
の
動
機
と
な
る
人
間
的
責
務
と
し
て
の
公
正
な
ど
を
重
視
す
る

考
え
方
」
が
あ
り
，
両
者
と
も
に
活
用
し
，
自
分
も
他
者
も
と
も
に
納
得
で
き
る
解
を
見
出
そ
う
と

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

・
価
値
あ
る
よ
い
も
の
を
求
め
，
正
し
い
行
い
を
選
ぶ
賢
さ
と
そ
れ
を
実
行
す
る
意
志
の
強
さ
を
身

に
付
け
た
徳
の
高
い
人
間
を
目
指
し
生
き
る

・
自
由
権
の
保
障
と
と
も
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
手
が
か
り
と
し
て
公
正
・
公
平
な
社
会
に
つ
い
て
考
え
続
け
る

・
存
在
の
不
思
議
へ
の
驚
き
か
ら
知
識
へ
の
深
い
懐
疑
が
生
じ
る
こ
と
，
正
解
が
定
め
が
た
く
問

う
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
問
い
が
あ
り
，
こ
れ
を
問
い
考
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

に
気
付
く

・
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」
を
問
い
，
自
ら
の
体
験
や
悩
み
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
を
成
長

さ
せ
る
と
と
も
に
，
人
間
は
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
，
対
話
を
通
じ
て
お
互
い
を

高
め
合
う
こ
と
の
両
者
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
公
共
的
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る ・
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
す

る
と
と
も
に
，
個
人
を
起
点
と
し
て
，
自
立
，
協
働
の
観
点
か
ら
多
様
性
を
尊
重
し
て
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
役
割
を
担
う
主
体
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
政
治
と
は
広
義
に
は
，
個
人
あ
る
い
は
集
団
の
考
え
方
や
意
見
，
利
害
の
対
立
や
衝
突
を
調

整
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
，
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
統
合
を
図
る
機
能
を
意
味
し
て

い
る

・
経
済
活
動
は
分
業
と
交
換
に
基
づ
き
人
間
生
活
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
，
い
ず
れ
の
社
会
で
も
，
「
何
を
ど
れ
だ
け
」
，
「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
」
，
「
誰
の
た
め
に
」
生

産
す
べ
き
か
，
生
産
さ
れ
た
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
社
会
の
構
成
員
に
分
配
し
，
い
か

に
消
費
す
る
か
と
い
う
経
済
的
選
択
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

・
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
の
在
り
方
を
考
察
，
追
究
す
る
際

に
は
，
現
代
政
治
に
お
け
る
個
人
，
政
党
及
び
圧
力
団
体
の
行
動
，
住
民
運
動
な
ど
現
実
社

会
の
事
象
を
取
り
上
げ
，
客
観
的
な
資
料
を
基
に
様
々
な
角
度
か
ら
主
体
的
に
考
察
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る

・
個
人
の
尊
厳
，
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
盤
に
，
理
論
と
現
実
と
の
相
互
関
連
に
留
意
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
な
る
在
り
方
を
考
察
，
追
究
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

◎
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
課
題
を

見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方

な
ど
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
，
社
会
を
形
成
す
る
主

体
と
し
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
，
社
会
的
事
象
の
意
味
や

意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て
現
代
の
倫

理
的
課
題
を
見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
や

哲
学
，
宗
教
，
芸
術
な
ど
に
関
わ
る
理
論
を
有
機
的
に
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す

る
力

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
の
意
味
や

意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・
社
会
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
社
会
の
課
題
を
見
出
し

・
そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
や

政
治
，
法
，
経
済
な
ど
に
関
わ
る
理
論
を
有
機
的
に
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
，

合
意
形
成
す
る
力

社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る
力

倫 理 （ 仮 称 ）公 共 （ 仮 称 ）

高 等 学 校 公 民

政 治 ・ 経 済 （ 仮 称 ）

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
例

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
の
例

日 本 史 に 関 わ る 探 究 科 目 （ 仮 称 ）

◎
社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
等
を
見
出
し

・比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
上
の
人
物
の
行
動
や
事
象
の
意
義
に
つ
い
て
，
多
様

な
資
料
を
活
用
し
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

日
本
の
歴
史
の
展
開
，
伝
統
と
文
化
の
特
色
を
多
面
的
・

多
角
的
，
総
合
的
に
考
察
す
る
力

高 等 学 校 地 理 歴 史

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

継
続
，
発
展
，
時
代
の
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
性
，
多
様
性

地
域
性
，
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，
結
果
，

影
響
，
意
味
，
意
義
な
ど

○
諸
事
象
の
位
置
付
け
に
関
わ
る
視
点

論
理
性
，
客
観
性
，
妥
当
性
な
ど

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
の
か

・
何
が
，
な
ぜ
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
か

・
何
が
，
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
背
景
が
存
在
す
る
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代

(時
期

)だ
っ
た
の
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た

(何
の
た
め
に
行
わ
れ
た

)の
か

・
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
見
い
だ
せ
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
意
味
や
特
色
が
あ
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
点
が
現
代
と
関
係
し
て
い
る
の
か

・
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
で
き
る
か

・
な
ぜ
そ
の
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
他
に
ど
の
よ
う
な
選
択
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か

・
ど
の
よ
う
に
意
義
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

・
人
物
や
事
象
の
歴
史
的
な
意
義
の
判
断
に
際
し
て
は
，
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
を
活
用
し
，
諸

資
料
に
基
づ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
，
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
遺
物
や
遺
跡
，
様
々
な
歴
史
資
料
は
，
現
在
の
我
が
国
の
文
化
や
伝
統
を
考
察
す
る
上
で
重

要
な
考
察
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
き
た

・
日
本
の
古
代
国
家
の
形
成
過
程
の
背
景
の
一
つ
に
は
，
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
化
が
存
在
す
る

・
中
世
の
社
会
で
は
，
武
士
勢
力
や
宗
教
勢
力
の
拡
大
や
，
庶
民
の
台
頭
な
ど
権
力
の
多
様
化

が
新
し
い
文
化
や
地
域
的
な
際
を
生
み
だ
し
た

・
江
戸
時
代
初
期
の
経
済
発
展
は
，
町
人
や
富
農
に
文
芸
の
普
及
や
生
活
文
化
の
上
昇
を
も

た
ら
し
，
文
化
の
担
い
手
を
成
長
さ
せ
た

・
18
～

19
世
紀
前
半
の
経
済
・
産
業
の
成
長
は
，
一
方
で
社
会
の
矛
盾
を
深
め
，
新
た
な
社
会

構
造
の
構
築
を
促
し
，
明
治
維
新
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

・
19

20
年
代
の
経
済
状
況
は
，
人
々
の
政
治
や
社
会
に
対
す
る
評
価
や
要
求
に
変
化
を
生
み
，

19
30
年
代
の
日
本
の
政
治
状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

・
戦
後
日
本
経
済
の
推
移
は
，
冷
戦
の
国
際
状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
展
開
し
た
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算
数
・
数
学
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え

方
(案

)
平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・
数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
４

高
等
学
校

数
学

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
，
体
系
的
に
考
察
す
る
。

中
学
校

数
学

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。

小
学
校

算
数

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

帰
納
的
・
類
推
的
・
演
繹
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。
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自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，

時
間
的
・
空
間
的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考

え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と

理
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
(案

)
平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

程
部

会
理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
４
－
１

高
等
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発

展
的
に
考
察
す
る
こ
と

中
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発

展
的
に
考
察
す
る
こ
と

小
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
問
題
解
決
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，

発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と
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平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
芸術ワーキンググループ

資料２

芸術系教科・科目における見方・考え方（案）

教科・科目 見方・考え方（案）

小学校
音楽科

音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で音楽を捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起さ
れるイメージや感情、生活などとの関わりについて考えること。

中学校
音楽科

音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で音楽を捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起さ
れるイメージや感情、生活や社会、文化などとの関わりについて
考えること。

高等学校
芸術科(音楽)

感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で
音楽を幅広く捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起されるイ
メージや感情、芸術としての音楽の文化的・歴史的背景などとの
関わりについて考えること。

小学校
図画工作科

感性や想像力などを働かせて、形や色などを捉えたり、自分のイ
メージをもったりしながら、他者や社会、自然や環境などとの多
様な関係の中で、造形や、心豊かに生きることと造形との関わり
について、創造的に考えること。

中学校
美術科

感性や想像力を働かせて、形や色彩などの造形的な視点で、対象
やイメージを捉えるなどして、自己や他者との関わりや、生活、
社会、文化などとの多様な関係の中で、心豊かに生きることと美
術の関わりについて創造的に考えること。

高等学校
芸術科(美術)

感性や想像力を豊かに働かせて、形や色彩などの造形的な視点で、
対象やイメージを幅広く捉えるなどして、自己や他者との関わり
や、生活、社会、文化などとの多様な関係の中で、心豊かに生き
ることと芸術としての美術の関わりについて創造的に考えること。

高等学校
芸術科(工芸)

感性や想像力を豊かに働かせて、形や色彩、素材などの造形的な
視点で、対象やイメージを幅広く捉えるなどして、自己や他者と
の関わりや、生活、社会、伝統と文化などとの多様な関係の中で、
心豊かに生きることと芸術としての工芸の関わりについて創造的
に考えること。

高等学校
芸術科(書道)

感性を働かせて、書を構成する要素やその関連から生み出される
働きの視点で芸術としての書を捉え、文字と書の伝統と文化、歴
史的背景、生活や社会、諸文化などとの多様な関わりの中で、書
の特質に即して考えること。
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協
力
・
協
働

健
康
・
快
適
・
安
全

生
活
文
化
の
継
承
・

創
造

持
続
可
能
な
社
会
の

構
築

家
庭
科
、
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
（
た
た
き
台
）

〇
家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
な
ど
に
係
わ
る
生
活
事
象
に
つ
い
て
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
、

生
活
文
化
の
継
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
等
の
視
点
か
ら
解
決
す
べ
き
問
題
を
捉
え
、
よ
り
よ
い
生
活
の

実
現
に
向
け
て
考
察
す
る
こ
と
。

消
費
・
環
境

家
族
・
家
庭
生
活

衣
食
住
の
生
活

※
主
と
し
て
捉
え
る
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
大
き
い
丸
で
示
し
て
い
る
。

取
上
げ
る
内
容
や
題
材
構
成
等
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
見
方
・
考
え
方
を
重
視
す
る
か
は
異
な
る
。

ま
た
、
学
校
段
階
に
よ
っ
て
扱
う
レ
ベ
ル
も
異
な
る
。

自
立
し
共
に
生
き
る
生
活
の
創
造

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

１
０

111132



技
術
・
家
庭

科
（
技
術
分

野
）

の
見

方
や

考
え

方
の

整
理
（
た
た
き
台
）

資
料
○

技
術
分
野
の
見
方
や
考
え
方
：技
術
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
際
の
見
方
や
考
え
方

対
象

見
方

考
え
方

技
術
分
野

生
活
や
社
会
で

利
用
さ
れ
て
い

る
技
術
に
つ
い

て
，

物
質
，
生
物
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
情
報
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
安
全
性
，
社
会
か
ら
の
要
求
，

環
境
負
荷
，
費
用
等
を
踏
ま
え
つ
つ
，

材
料
の
生
成
・
成
形
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
・
伝
達
，

生
物
の
育
成
環
境
，
情
報
の
処
理
手
順
等
を
評
価
し
，

最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

内 容 Ａ

材
料
の
技
術
に

つ
い
て

材
料
を
構
成
す
る
物
質
の
特
性
や
材
料
の
組
織
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
耐
久
性
や
機
能
，
生
産
効
率
，
環
境
へ
の
負
荷
，
資
源
の
有
限
性
等

を
踏
ま
え
つ
つ

材
料
の
生
成
方
法
を
評
価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ

う
考
察
す
る
こ
と
。

加
工
の
技
術
に

つ
い
て

構
造
，
加
工
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
耐
久
性
や
機
能
，
生
産
効
率
，
環
境
へ
の
負
荷
，
資
源
の
有
限
性
等

を
踏
ま
え
つ
つ

材
料
の
必
要
な
形
状
・
寸
法
へ
の
成
形
方
法
，
材
料

の
構
造
を
評
価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す

る
こ
と
。

内 容 Ｂ

生
物
育
成
の
技

術
に
つ
い
て

育
成
す
る
生
物
の
成
長
，
は
た
ら
き
，
生
態
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
や
消
費
す
る
際
の

安
全
性
，
社
会
か
ら
の
要
求
，
生
産
の
し
く
み
，
環
境
へ
の
負
荷
，
品
質
・
収
量
等
の

効
率
面
，
生
命
倫
理
等
を
踏
ま
え
つ
つ

生
物
の
育
成
環
境
の
調
節
方
法
を
評
価
し
，
最
適
な

も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

内 容 Ｃ

エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
の
技
術
に
つ

い
て

電
気
，
運
動
，
物
質
の
流
れ
，
熱
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
出
力
，
環
境
へ
の
負
荷
，
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
踏
ま
え
つ
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
，
伝
達
，
利
用
す
る
方
法
を
評

価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

内 容 Ｄ

情
報
の
技
術
に

つ
い
て

情
報
の
表
現
，
記
録
，
計
算
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
情
報
の
倫
理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
活
用
，
管
理
，
シ
ス
テ
ム
等
を
踏
ま
え

つ
つ

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
計
算
化
に
よ
る
処
理
の
方
法

を
評
価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
４
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高
等
学
校
情
報
科
に
お
け
る
「
見
方
・
考
え
方
」

社
会
、
産
業
、
生
活
、
自
然

等
の
種
々
の
事
象

【
世
界
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
】

事
象
を
抽
象
化
し
て
、
情
報
と
そ
の
結

び
付
き
と
し
て
把
握

【
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
思
考
す
る
か
】

見
通
し
を
も
っ
た
試
行
錯
誤
と
評
価
・
改
善
と
を
重
ね
な
が
ら
、
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
た
情
報
技
術
の

適
切
か
つ
効
果
的
な
選
択
・
活
用
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
等
）
を
探
究

「
効
果
的
な
活
用
」
･･
･解
決
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
問
題
を
細
分
化
す
る
こ
と
や
、
処
理
を
最
適
化
す
る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
の
特
性
を
で
き
る
限
り
生
か
し
て
問
題
の
発
見
・
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

社
会
、
産
業
、
生
活
、
自
然
等
の
種
々
の
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
付
き
と
し
て
把
握
し
、
見
通
し
を
も
っ
た
試
行
錯
誤
と
評
価
・
改
善
と
を

重
ね
な
が
ら
、
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
た
情
報
技
術
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
活
用
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
情

報
デ
ザ
イ
ン
等
）
を
探
究
す
る
。

【
思
考
の
基
礎
】

・
情
報
の
特
性
、
情
報
技
術
の
特
性
、
問
題
発
見
・
解
決
の
手
法
等
に
関
す
る
科
学
的
な
理
解

・
情
報
モ
ラ
ル
へ
の
配
慮
や
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
、
評
価
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
態
度

等

情
報
科
の
特
徴

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
社
会
に
つ
い
て
だ
け

で
な
く
、
問
題
の
発
見
・
解
決
の
過
程
や
手

法
そ
の
も
の
（
と
り
わ
け
情
報
技
術
の
活
用

に
よ
る
も
の
）
を
学
ぶ
教
科

複
数
の
情
報
間
の
結
び
付
き

抽
象
化
さ
れ
た
事
象
＝
情
報

解
決
す
べ
き
問
題
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豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
た

資
質
・
能
力
の
関
係
性
と
見
方
や
考
え
方
の
イ
メ
ー
ジ
（
検
討
素
案
）

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
推
進

技
能

知
識

思
考
力
・

判
断
力
・

表
現
力

態
度

体
育
の
見
方
や
考
え
方

各
種
の
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
や
特
性
に
着
目
し

つ
つ
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
見
出
す
と
と
も
に
体
力
を
高
め
、

公
正
、
協
力
、
責
任
、
参
画
、
共
生
、
健
康
・
安
全
と

い
っ
た
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
己
の
適
性
等
に
応
じ

て
「
す
る
・
み
る
・
支
え
る
・
知
る
」
等
の
ス
ポ
ー
ツ
と

の
多
様
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

・
運
動
の
行
い
方
・
運
動
の
特
性
等

・
運
動
観
察
、
課
題
解
決
の
方
法

・
伝
統
的
な
考
え
方

・
多
様
な
関
わ
り
方

・
体
力
の
構
成
要
素

・
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
意
義
な
ど

・
各
種
の
運
動
が
有
す
る
特

性
や
魅
力
に
応
じ
て
運
動

の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と

も
に
、
運
動
の
技
能
と
し

て
発
揮
し
た
り
、
身
体
表

現
し
た
り
す
る

往
還
に
よ
る

知
識
の
深
ま
り
と

技
能
の
高
ま
り

行
い
方
や
意
義
等
の
理
解
、
課
題
に
応
じ
た
取

り
組
み
方
の
工
夫
や
関
わ
り
方
等
の
考
察
に
よ

る
知
識
・
技
能
及
び
楽
し
さ
や
喜
び
の
深
ま
り

と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
高
ま
り

・
課
題
を
見
付
け
る
、
見
直
す

・
改
善
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る

・
適
切
な
練
習
方
法
を
選
ぶ

・
状
況
に
応
じ
た
役
割
を
見
付
け
る

・
け
が
の
防
止
を
予
見
す
る

・
継
続
し
て
楽
し
む
た
め
の
関
わ
り
方
を
見
付
け
る

・
合
意
を
形
成
す
る
た
め
の
関
わ
り
方
を
見
付
け
る

・
解
決
方
法
等
を
理
由
を
添
え
て
伝
え
る

・
相
手
の
状
況
や
感
情
に
配
慮
し
て
伝
え
る
な
ど

・
自
主
的
に
粘
り
強
く
取
り
組
む

・
日
常
生
活
へ
の
般
化
の
意
識

・
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
・
フ
ェ
ア
な
プ
レ
イ
を
守
る

・
よ
い
演
技
を
讃
え
る

・
自
己
の
責
任
を
果
た
す

・
多
様
性
を
認
識
す
る

・
合
意
形
成
に
貢
献
す
る

・
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
大
切
に
す
る

・
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る

な
ど

体
育
の

見
方
や
考
え
方

体
育
の
見
方
や
考
え
方
の
育
成
に
当

た
っ
て
は
、
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
、

資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る

※
「
表
現
力
」
は
、
思
考
し
判
断
し
た
こ
と
を
他
者
に
言
葉
や
文
字
、

動
作
等
で
表
現
す
る
こ
と
と
し
、
「
表
現
運
動
」
等
と
は
異
な
る

平
成

２
８
年
４
月

２
８
日

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

資
料
７
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体
育
科
・
保
健
体
育
科
の
見
方
や
考
え
方
の
育
成
イ
メ
ー
ジ
（
検
討
素
案
）

各
種
の
運
動

が
有
す
る
特

性
や
魅
力
に

応
じ
た
知
識

や
技
能

自
己
の
課
題
に

応
じ
た
運
動
の

取
り
組
み
方
等

を
工
夫
し
、
根

拠
を
示
し
て
他

者
に
伝
え
る
力

運
動
の
楽
し

さ
や
喜
び
を

味
わ
う
態
度

生
涯
に
わ

た
っ
て
運
動

に
親
し
む
等

の
態
度

生
涯
に
わ
た
っ

て
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

を
継
続
す
る
等

の
態
度

・
運
動
の
合
理
的
、

計
画
的
な
実
践
に
関
す

る
具
体
的
な
知
識
及
び

生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を

継
続
す
る
た
め
の
知
識

・
運
動
の
特
性
に
応
じ

た
段
階
的
な
技
能

・
運
動
の
合
理
的
な
実

践
に
関
す
る
具
体
的
な

知
識
及
び
生
涯
に
わ
っ

て
運
動
に
親
し
む
た
め

の
知
識

・
運
動
の
特
性
に
応
じ

た
基
本
的
な
技
能

自
己
の
能
力
に
適
し

た
課
題
を
も
ち
、
活

動
を
選
ん
だ
り
工
夫

し
た
り
、
他
者
に
伝

え
た
り
す
る
力

体 力 や 技 能 の 程 度 及 び 障 害 の 有 無 等 へ 配 慮 し た 指 導 な ど

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 ・ 指 導 と 評 価 の 一 体 化

深 い 学 び の 過 程 ・ 対 話 的 な 学 び の 過 程 ・ 主 体 的 な 学 び の 過 程
保
健
の
見
方
や
考
え
方

の
育
成
に
当
た
っ
て
は
、

発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
、

資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る

体
育
の
見
方
や
考
え
方

の
育
成
に
当
た
っ
て
は
、

発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
、

資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る

自
己
や
仲
間
の
課
題
に

応
じ
た
運
動
の
取
り
組

み
方
等
を
工
夫
し
、
根

拠
を
示
し
た
り
相
手
に

配
慮
し
た
り
し
て
他
者

に
伝
え
る
力

健
康
・
安
全
を
優

先
し
、
健
康
な
社

会
づ
く
り
に
参
画

す
る
態
度

個
人
及
び
社
会
生

活
に
お
け
る
健
康

の
知
識
・
技
能

身
近
な
健
康
課
題

に
気
付
き
、
健
康

を
保
持
増
進
す
る

た
め
の
情
報
を
活

用
し
、
課
題
解
決

す
る
力

健
康
課
題
を
把
握
し
、

適
切
な
情
報
を
選
択
、

活
用
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
適
切
な
意

思
決
定
を
す
る
力

自
己
の
成
長
を

肯
定
的
に
捉
え
、

健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
に
協

力
す
る
態
度

自
他
の
健
康
の
よ

さ
を
認
め
、
主
体

的
、
協
働
的
に
健

康
の
保
持
増
進
に

取
り
組
む
態
度

個
人
生
活
に
お

け
る
健
康
の
知

識
・
技
能

健
康
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
、
健
康
情

報
を
批
判
的
に
捉
え

た
り
、
論
理
的
に
考

え
た
り
し
て
、
適
切

に
意
思
決
定
・
行
動

選
択
す
る
力

高
等
学
校

実 社 会 等 で

生 か す

実 生 活 等 で

生 か す

身 近 な 生 活 で

生 か す

個 人 生 活 で

生 か す個 人 及 び 社 会 生 活 で

生 か す

中
学
校

家 庭 等 で

生 か す

小
学
校

体
育
科
・
保
健
体
育
科
の
見
方
や
考
え
方

各
種
の
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
や
特
性
に
着
目
し
つ
つ
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
見
出
す
と
と
も
に
体
力
を
高
め
、
公
正
、
協
力
、
責
任
、
参
画
、
共
生
、
健
康
・
安
全
と
い
っ
た
視
点
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
自
己
の
適
性
等
に
応
じ
て
「
す
る
・
み
る
・
支
え
る
・
知
る
」
等
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
多
様
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

健
康
や
安
全
の
視
点
か
ら
情
報
を
捉
え
、
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
、
共
生
を
目
指
し
て
疾
病
等
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
り
、
生
活
の
質
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と 個 別 指 導 と の 連 携 な ど

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 ・ 指 導 と 評 価 の 一 体 化

深 い 学 び の 過 程 ・ 対 話 的 な 学 び の 過 程 ・ 主 体 的 な 学 び の 過 程

身
近
な
生
活
に
お

る
健
康
の
知
識
・

技
能

平
成

２
８
年
４
月

２
８
日

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G 資
料
８
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社
会

小 学 校 中 学 年

生
活
科
の
見
方
や
考
え
方
（
た
た
き
台
）

小 学 校 低 学 年

生
活
科

平
成
２
８
年
４
月
２
５
日

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
WG

資
料
２
－
１

（
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
中
）

理
科

各
教
科
等

＜
生
活
科
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
見
方
や
考
え
方
＞
（
案
）

身
近
な
人
々
、
社
会
及
び
自
然
を
自
分
と
の
関
わ
り
で
捉
え
、

比
較
、
分
類
、
関
連
づ
け
、
工
夫
、
試
行
、
予
測
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て

自
分
自
身
や
自
分
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

自
然
の
事
物
・現
象
に
つ
い
て

の
見
方
や
考
え
方

自
然
の
事
物
・現
象
に
つ
い
て
、

主
と
し
て
量
的
・関
係
的
、
質

的
・実
体
的
、

多
様
性
と
共
通
性
、
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
、
問

題
解
決
の
過
程
を
通
し
て
考

え
る
こ
と

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
、
時
期
や

時
間
の
経
過
、
事
象
相
互
、
立
場
相

互
の
関
係
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し
、
比
較
・分
類
し
た
り
総
合
し

た
り
し
て
国
民
(人
々
の
)生
活
と
関
連

づ
け
る
こ
と

総
合
的
な
学
習
の
時
間

探
究
的
な
見
方
・考
え
方

実
社
会
や
実
生
活
の
中
か
ら
問
を
見
い

だ
し
、
よ
り
よ
い
課
題
解
決
に
向
け
て
、

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る

見
方
や
考
え
方
を
総
合
的
に
活
用
し
て
、

複
数
の
事
象
を
捉
え
て
考
え
た
り
、
一
つ

の
事
象
を
多
様
な
角
度
か
ら
捉
え
て
考

え
た
り
、
現
実
の
文
脈
の
中
で
物
事
を

捉
え
て
考
え
た
り
、
自
分
自
身
の
生
き
方

と
関
連
づ
け
た
り
し
て
捉
え
て
考
え
た
り
し

な
が
ら
、
物
事
の
本
質
を
探
っ
て
見
極

め
よ
う
と
す
る
こ
と

「
見
方
や
考
え
方
」
の
成
長
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総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
「見
方
や
考
え
方
」（
イ
メ
ー
ジ
・案
）

算
数

事
象
を
数
理
的
に

捉
え
、
論
理
的
に
考

え
、
統
合
的
、
発
展

的
に
考
察
す
る
こ
と

国
語

言
葉
で
表
現
し
た

り
、
理
解
し
た
り
す

る
こ
と
を
通
し
て
、

も
の
の
見
方
や
考
え

方
を
広
げ
た
り
、
深

め
た
り
す
る
こ
と
、

ま
た
、
表
現
し
た
り

理
解
し
た
り
す
る
と

き
の
言
葉
の
働
き
や

仕
組
み
を
捉
え
る
こ

と
。

生
活

身
近
な
人
々
、
社
会

及
び
自
然
を
自
分
と

の
関
わ
り
で
捉
え
、

比
較
、
分
類
、
関
連

づ
け
、
工
夫
、
試
行
、

予
測
す
る
こ
と
な
ど

を
通
し
て
自
分
自
身

や
自
分
の
生
活
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と

音
楽

音
楽
に
対
す
る
感

性
を
働
か
せ
て
、
音

楽
を
形
づ
く
っ
て
い

る
要
素
と
そ
の
働
き

の
視
点
で
音
楽
を
捉

え
、
音
楽
的
な
特
徴

と
、
イ
メ
ー
ジ
や
感

情
、
生
活
や
社
会
、

文
化
等
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
音
楽
活
動

を
通
し
て
考
え
る
こ

と
。

図
画
工
作

感
性
や
想
像
力
等

を
働
か
せ
な
が
ら
、

形
や
色
な
ど
の
造
形

的
な
特
徴
を
捉
え
る

と
と
も
に
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど

し
て
、
自
分
や
他
者

と
の
関
わ
り
や
、
生

活
、
社
会
等
と
の
関

係
の
中
で
、
見
た
り

創
造
的
に
考
え
た
り

す
る
こ
と
。

体
育

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て
、
そ
の
意

義
や
特
性
に
着
目
し

つ
つ
楽
し
さ
や
喜
び

を
見
出
し
、
公
正
、

協
力
、
責
任
、
参
画
、

健
康
･安
全
と
い
っ
た

視
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
「
す
る
・
み
る
・

支
え
る
」
等
の
豊
か

な
関
わ
り
方
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と

道
徳

様
々
な
事
象
を
道

徳
的
諸
価
値
と
の
関

わ
り
で
多
面
的
・
多

角
的
に
捉
え
、
よ
り

よ
い
自
己
の
生
き
方

や
在
り
方
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と

特
別
活
動

集
団
や
社
会
の
形

成
者
と
い
う
視
点
か

ら
様
々
な
諸
問
題
を

捉
え
、
各
教
科
等
で

培
っ
た
見
方
や
考
え

方
を
効
果
的
に
活
用

し
て
、
よ
り
よ
い
学

級
・
学
校
生
活
や
社

会
及
び
自
己
の
実
現

に
向
け
て
考
察
し
、

実
践
す
る
こ
と
。

※
各
教
科
等
に
お
け
る
「
見
方
や
考
え
方
」
は
各
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
検
討
中
。

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
見
方
や
考
え
方
を

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
総
合
的
・
統
合
的
に
活
用

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て

各
教
科
の
見
方
や
考
え
方
を
使
う
こ
と
で
、

多
様
な
文
脈
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

各
教
科
等
の
見
方
や
考
え
方
が
成
長
し

各
教
科
等
の
「
深
い
学
び
」
を
実
現

総
合
的
な
時
間
の

特
質
に
応
じ
て

育
ま
れ
る

探
究
的
な

見
方
や
考
え
方

（
イ
メ
ー
ジ
・
案
）

平
成
２
８
年
４
月
２
５
日

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
WG

資
料
３
－
１

高 等 学 校

実
社
会
や
実
生
活
の
中
か
ら
問
を
見
い
だ
し
、
よ
り
よ
い
課
題
解
決
と
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
、

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
見
方
や
考
え
方
を
総
合
的
に
活
用
し
て
、

広
範
か
つ
複
雑
な
事
象
を
捉
え
て
考
え
た
り
、
一
つ
の
事
象
を
多
様
な
角
度
か
ら
捉
え
て
考
え
た
り
、
現
実
の
複
雑
な
文
脈

の
中
で
物
事
を
捉
え
て
考
え
た
り
、
自
分
自
身
の
在
り
方
生
き
方
と
関
連
づ
け
た
り
し
て
捉
え
て
考
え
た
り
し
な
が
ら
、

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
見
極
め
よ
う
と
す
る
こ
と

中 学 校

実
社
会
や
実
生
活
の
中
か
ら
問
を
見
い
だ
し
、
よ
り
よ
い
課
題
解
決
に
向
け
て
、

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
見
方
や
考
え
方
を
総
合
的
に
活
用
し
て
、

広
範
な
事
象
を
捉
え
て
考
え
た
り
、
一
つ
の
事
象
を
多
様
な
角
度
か
ら
捉
え
て
考
え
た
り
、
現
実
の
文
脈
の
中
で
物
事
を
捉

え
て
考
え
た
り
、
自
分
自
身
の
生
き
方
と
関
連
づ
け
た
り
し
て
捉
え
て
考
え
た
り
し
な
が
ら
、

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
見
極
め
よ
う
と
す
る
こ
と

小 学 校

実
社
会
や
実
生
活
の
中
か
ら
問
を
見
い
だ
し
、
よ
り
よ
い
課
題
解
決
に
向
け
て
、

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
見
方
や
考
え
方
を
総
合
的
に
活
用
し
て
、

複
数
の
事
象
を
捉
え
て
考
え
た
り
、
一
つ
の
事
象
を
多
様
な
角
度
か
ら
捉
え
て
考
え
た
り
、
現
実
の
文
脈
の
中
で
物
事
を
捉

え
て
考
え
た
り
、
自
分
自
身
の
生
き
方
と
関
連
づ
け
た
り
し
て
捉
え
て
考
え
た
り
し
な
が
ら
、

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
見
極
め
よ
う
と
す
る
こ
と
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